
序曲 

 
コンパクトディスクの裏側 
目にすることを拒む細かい突起 

 
ああ、涙がそこに落ちる 
一滴、また一滴 

 
喜びの、また哀しみの 
遥か外側にある痛切な感情が伝ってゆく 

 
身を切るような「生の剥奪」 
おお、それは紙で指を切った切り傷のような痛み 

 
自ら有する感覚では読み解けぬもの 
それに変えられてしまった―――私の心 
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